RM出版プロジェクト議事録

日時：2007/10/18（木）18:30-20:00

場所：浜松町　海員会館（10月例会にて）
参加者：瀧澤、高原、青木、塩見、片山、佐々

アジェンダ：出版プロジェクトの今後の進め方
　　　　　　
議事内容：
１．今後の進め方（9月の例会時内容を含む）
（１）出版プロジェクトの経緯
2006/3/16　リスクマネジメント研究会の例会において、「中小企業オーナーにリスクマネジメントを手法を活用してもらう本」を研究会の有志により執筆する計画を了承いただき、それに伴い出版プロジェクトチームを発足する。
2006/3/23~2006/6/16に例会とは別に7回のプロジェクトチームによる協議と作業を行い、出版趣意書と目次案を作成する。
出版会社を決定してから、執筆要綱と担当部分を決定する予定だった。
瀧澤先生が出版会社候補を決めるが、サンプル文書の作成に手間取り時間が経過してしまった。
（２）例会テーマとの連動
例会のテーマである「フューチャーリスク」も長くなってきたので、そろそろ新しいテーマを検討したい。
中途半端な形となっている出版プロジェクトのテーマ自体を例会のテーマにしてはどうか？
そもそも最近出席者が減っている中で、200ページもの書籍を短期間にレベルを揃えて書くことはできるだろうか？出版社が決定すれば、出版スケジュールも明確化し、かなり追われる状態になることが見込まれる。
それより、書き振りが揃わなくとも、まずこれまでに作成した目次案に沿って着手することが肝心だ。今回の出版物のコアとなるべき第2部を優先して着手する。
２．目次案の変更点
（１）第2部の右側に元となるJISQ20001の該当項目を記載。
（２）第2部のタイトル脇にそれぞれの担当者名を記載。
３．執筆要綱
（１）記載フォーマットによる（A4横、2段組、35字28行700文字×2）
（２）できるだけ絵や表を取り入れる。
（３）趣意書にあるように中小企業オーナーにもわかりやすく。
（４）です・ます体。
以上

